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　はじめに

ウバウオ科魚類 Gobiesocidae は，3 大洋の熱帯

から温帯域に広く分布し，その生息環境はタイド

プールや岩礁性海岸などの浅海域から水深 200 m

以 深 の 深 海 域 ま で 多 様 で あ る（Nelson, 2006; 

Moore et al., 2012; Shinohara and Katayama, 2015）．

本科魚類は，現在，約 50 属 169 種が認められて

おり（Briggs, 1955; Fricke et al., 2016; Hastings and 

Conway, 2017; Conway et al., 2017），このうち，日

本国内からは 10 属 13 種が報告されている（林・

萩 原，2013；Moore et al., 2012；Shinohara and 

Katayama, 2015）．

鹿児島県奄美群島における魚類相調査の過程

で， 奄 美 大 島 か ら タ ス ジ ウ ミ シ ダ ウ バ ウ オ

Lepadichthys lineatus Briggs, 1966 が 1 個体，沖永

良部島と与論島からホソウバウオ Pherallodus 

indicus (Weber, 1913) が 3 個体採集された．これ

まで，日本国内において，タスジウミシダウバウ

オは伊豆大島から宮崎県日南海岸の太平洋沿岸，

屋久島，および沖縄島から（林・林，1985；林・

萩原，2013；Motomura and Harazaki, 2017），ホソ

ウバウオは千葉県館山湾から愛媛県室手の太平洋

沿岸，三宅島，八丈島，長崎県野母崎，男女群島，

屋久島，奄美大島，および喜界島から（Briggs, 

1962； 塩 垣・ 道 津，1973；Shiogaki and Dotsu, 

1983； 林・ 萩 原，2013；Motomura and Harazaki, 

2017）それぞれ記録されていた．したがって，タ

スジウミシダウバウオは奄美大島から，ホソウバ

ウオは沖永良部島と与論島からの初記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Briggs (1955) にしたがった．

頭部感覚孔の名称は Hutchins (1983) と林・萩原

（2013）にしたがった．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．標準

体長は体長または SL と表記した．計測はデジタ

ルノギスを用いて 0.01 mm 単位まで行い，計測

値は体長に対する百分率（%）で示した．頭部感

覚孔の観察にはサイアニンブルーを用いた．タス

ジウミシダウバウオとホソウバウオの色彩の記載

は，それぞれ Figs. 1, 2 に基づく．本報告に用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．

　結果と考察

Lepadichthys lineatus Briggs, 1966

タスジウミシダウバウオ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 72121，体長 19.9 mm，鹿児島

県 大 島 郡 瀬 戸 内 町 実 久 岬 の 北 側（28°11′43″N, 

129°11′32″E），水深 10–24 m，2015 年 4 月 29 日，

手網，萩原清司．

奄美群島から得られたウバウオ科魚類 2種：
タスジウミシダウバウオとホソウバウオ
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記載　体はやや細く，円筒形．体長／体高比

は 6.8．尾柄部は側扁する．頭部は幅広く，やや

縦扁する．体長／頭長比は 3.1．吻端は尖り，や

や突出し，上顎は下顎より長い．頭長／吻長比は

4.6．口は小さく，上顎後端は眼の前縁に達しない．

唇はやや幅広い．両顎には先端がやや尖った小さ

い歯が疎らに 1 列並ぶ．眼はやや大きく，その大

きさは吻長より僅かに大きい．頭長／眼径比は

3.9．眼の下縁と上顎後端は同一水平線上に位置

する．鼻孔は 2 対で，ともに短い管状．鼻孔に皮

弁はない．頭部には 3 対の頭部感覚孔［NP（nasal 

pore，鼻感覚管孔），LP（lacrymal pore，眼前感覚

管孔），POP（postocular pore，眼後感覚管孔）］が

あ る．PRP（preocular pore， 前 鰓 蓋 感 覚 管 孔 ），

MP（Mandibular pore，下顎感覚管孔）はない．

鰓弓の数は 3．鰓膜は峡部とつながる．腹鰭は吸

盤状で，その形状は前後で分離しない単型．体長

／吸盤縦径長比は 6.0．腹鰭吸盤は胸鰭下部と鰭

膜でつながる．吸盤の後縁はフリンジ状．腹鰭吸

盤の乳頭状突起は A 域に 4 列，B 域に 5 列あり，

内側に並ぶものほど大きい．吸盤 C 域はない．

吸盤中央の肉質基部は薄く，顆粒状突起はない．

肛門は体の後方に位置し，吸盤後縁よりも臀鰭起

部に近い．各鰭軟条は全て不分枝軟条．背鰭と臀

Fig. 1．(A) Preserved and (B, C) fresh specimen of Lepadichthys lineatus from Amami-oshima island, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 72121, 
19.9 mm SL). A, lateral view; B, dorsal view; C, ventral view.
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鰭は体の後方に対在するが，尾鰭と鰭膜でつなが

らない．背鰭基底長／臀鰭基底長比は 1.2．背鰭

基底長／背鰭最終軟条から尾鰭基部までの長さの

比は 3.1．尾鰭は円形．体表は円滑で鱗はない．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1B, C）：体の地色は

赤褐色．体側背面には吻端から背鰭起部にかけて

背面中央を走る帯が 1 本，吻端から眼と胸鰭の上

縁をとおり，尾鰭基部まで達する帯が 2 本ある．

それぞれの帯の間には多数の淡黄色斑点が散在す

る．体側腹面の縁には吻端から腹鰭吸盤の縁をと

L. lineatus P. indicus
KAUM–I. 72121 KAUM–I. 40072 KAUM–I. 40073 KAUM–I. 90045

Locality Amami-oshima 
island 　 Yoron-jima island Yoron-jima island Okinoerabu-jima 

island
 Standard length (mm) 19.9 　 15.0 15.1 10.2
 Counts
  Dorsal-fin rays 10 8 9 9
  Anal-fin rays 8 8 8 8
  Pelvic-fin rays I, 4 I, 4 I, 4 I, 4
  Caudal-fin rays 12 12 12 13
  Pectoral-fin rays Poor condition 22 20 20
  Gill rakers (1st arch) 8 7 7 7
  Gill rakers (2nd arch) 8 7 7 7
  Gill rakers (3rd arch) 8 7 7 7
  Nasal pores 2 2 2 2
  Lacrymal pores 2 2 2 2
  Postocular pores 2 2 2 2
  Preocular pores 0 0 0 0
  Mandibular pores 0 　 0 0 0
 Measurements (%SL)
  Head length 32.6 32.1 32.3 36.0
  Post-orbital length 14.6 16.8 18.1 16.8
  Body width at pectoral-fin base 19.4 15.7 14.8 16.7
  Head width 20.3 16.4 16.6 18.0
  Body depth at anterior margin of eye 8.6 6.4 5.8 6.2
  Body depth at posterior margin of eye 10.1 9.5 9.5 7.9
  Maximum body depth 14.7 14.0 14.6 12.5
  Snout length 7.1 9.6 8.6 9.4
  Upper-jaw length 6.9 6.4 6.4 6.3
  Eye diameter 8.4 6.8 6.8 7.4
  Interorbital width at anterior margin of eye 11.3 10.5 10.7 11.1
  Interorbital width at posterior margin of eye 16.8 12.7 12.1 11.8
  Disc length 16.8 15.7 17.4 17.9
  Disc width 14.5 15.5 16.1 15.8
  Caudal-peduncle length 6.5 10.2 11.1 12.8
  Caudal-peduncle depth 7.9 10.1 10.5 9.8
  Snout to anterior margin of disc 23.6 27.5 27.1 30.7
  Snout to anus 70.7 56.3 58.5 56.1
  Posterior margin of disc to anal-fin origin 40.5 32.7 32.0 33.9
  Posterior margin of disc to anus 34.4 14.5 15.9 13.8
  Pre-dorsal-fin length 80.4 72.5 71.7 74.7
  Pre-anal-fin length 77.2 72.9 74.2 75.9
  Dorsal-caudal length 25.3 30.8 29.2 29.3
  Post dorsal-caudal length 6.4 12.4 12.8 12.6
  Ventral-caudal length 20.9 30.7 28.7 31.2
  Dorsal-fin length 20.2 16.1 15.9 17.6
  Anal-fin length 17.3 15.4 14.7 14.9
  Pectoral-fin length 12.4 13.5 12.5 11.7
  Caudal-fin length 15.9 　 10.7 10.8 10.2

Table 1. Counts and proportional measurements (%SL) of specimens of Lepadichthys lineatus and Pherallodus indicus from the Amami 
Islands, Japan.
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おり，尾鰭基底付近まで達する帯が 2 本ある．こ

れらの帯は吻端でつながる．体側腹面の中央部に

は腹鰭吸盤の後縁から肛門にかけて腹面中央をは

さんで 2 本の帯がある．これらの帯は腹鰭吸盤の

後縁でつながる．体にある帯は全て淡黄色．

分布　南アフリカ，紅海，オマーン，アンダ

マン海，日本，およびインドネシア（バリ島，フ

ローレス島）などインド・西太平洋に分布する

（Briggs, 1966; Randall, 1955; Allen and Adrim, 

2003；林・萩原，2013）．日本国内では伊豆大島

から宮崎県日南海岸の太平洋沿岸，屋久島，奄美

大島，沖縄島から記録がある（林・林，1985；林・

萩原，2013；Motomura and Harazaki, 2017；本研究）．

備考　記載標本は腹鰭吸盤が前後で分離しな

い単型，背鰭と臀鰭は尾鰭と鰭膜でつながらない，

吸盤中央の肉質基部は薄く，顆粒状突起はない，

吻端は尖り，やや突出する，および頭部感覚孔や

色彩の特徴が林・林（1985）や林・萩原（2013）

の報告した Discotrema lineatus の特徴とよく一致

した．

Lepadichthys lineatus は Briggs (1966) によって，

紅海から得られた標本に基づき，新種記載された．

その後，林・林（1985）は高知県沖ノ島と沖縄島

から得られたそれぞれ 1 個体に基づき，本種を日

本から初めて報告し，和名「タスジウミシダウバ

ウオ」を提唱した．また，その際，林・林（1985）

は腹鰭吸盤の形状や頭部感覚孔，中軸骨格の検討

などから本種を Lepadichthys から Discotrema に帰

属 さ せ た． し か し，Briggs (2001) は 本 種 が

Discotrema の標徴である前上顎骨の間に空所がな

い，上顎の歯の先端後方突起がない，後鎖骨後方

に 2 つの骨片をもつ，吸盤中央の肉質基部が厚い

な ど の 特 徴 を も た な い こ と か ら， 帰 属 を

Discotrema から Lepadichthys にもどした．本研究

で は Briggs (2001) に し た が い， 本 種 の 帰 属 を

Lepadichthys とした．

タスジウミシダウバウオ Lepadichthys lineatus

の国内における分布域は上述の「分布」の項で示

したとおりである．また，屋久島からの記録は写

真 に 基 づ く も の で あ る た め（Motomura and 

Harazaki, 2017），本研究で記載した奄美大島産の

標本（KAUM–I. 72121，体長 19.9 mm）は鹿児島

県における本種の標本に基づく初めての記録とな

る．

Pherallodus indicus (Weber, 1913)

ホソウバウオ　（Fig. 2; Table 1）

標本　3 個体（体長 10.2–15.1 mm）：KAUM–I. 

40072， 体 長 15.0 mm，KAUM–I. 40073， 体 長

15.1 mm，鹿児島県大島郡与論町供利漁港近くの

海 岸（27°01′48″N, 128°24′37″E）， 水 深 0.5–2 m，

2011 年 8 月 14 日， 手 網，KAUM 魚 類 チ ー ム；

KAUM–I. 90045，体長 10.2 mm，鹿児島県大島郡

和 泊 町 喜 美 留 笠 石 海 浜 公 園（27°24′40″N, 

128°40′26″E），水深 1 m，2016 年 7 月 13 日，手網，

福井美乃・Sirikanya Chungthanawong．

記載　体は細長く，円筒形．体長／体高比は

6.8–8.0．尾部は側扁する．頭部は幅広く，やや縦

扁する．体長／頭長比は 2.8–3.1．吻端はやや丸く，

上顎は下顎より長い．頭長／吻長比は 3.3–3.8．

口は小さく，上顎後端は眼の前縁に達しない．唇

はやや幅広い．両顎には先端がやや尖った小さい

歯が密に 1 列並ぶ．眼はやや大きく，その大きさ

は上顎長より僅かに大きい．頭長／眼径比は 4.7–

4.9．眼の下縁は上顎後端の水平線より上方に位

置する．鼻孔は 2 対で，ともに短い管状．鼻孔に

皮弁はない．頭部には 3 対の頭部感覚孔［NP（nasal 

pore，鼻感覚管孔），LP（lacrymal pore，眼前感覚

管孔），POP（postocular pore，眼後感覚管孔）］が

あ る．PRP（preocular pore， 前 鰓 蓋 感 覚 管 孔 ），

MP（Mandibular pore，下顎感覚管孔）はない．

鰓弓の数は 3．鰓膜は峡部とつながらない．鰓膜

上端は胸鰭上部から 9–10 軟条基部の水平線上に

位置する．腹鰭は吸盤状で，その形状は吸盤 C

域によって前後で二分される複型．体長／吸盤縦

径長比は 5.6–6.4．腹鰭吸盤は胸鰭下部と鰭膜で

つながる．吸盤の後縁はフリンジ状．腹鰭吸盤の

乳頭状突起は A 域に 3–4 列，B 域に 4–5 列，C 域

に 1–2 列あり，内側に並ぶものほど大きい．肛門

は体の中央よりも僅か後方に開孔する．各鰭軟条

は全て不分枝軟条．背鰭と臀鰭は体の後方に対在
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するが，尾鰭と鰭膜でつながらない．背鰭基底長

／臀鰭基底長比は 1.0–1.2．背鰭基底長／背鰭最

終軟条から尾鰭基部までの長さの比は 1.2–1.4．

尾鰭は円形．体表は円滑で鱗はない．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2）：体の地色は全体

的に茶褐色で，体側腹面は淡い白色から黄色．吻

端から眼をとおる赤褐色の縦帯がある．体側側面

には淡い白色で細く，不明瞭な横帯が多数ある．

両体側の横帯は体側背面で繋がり，網目状の模様

になる．頭部背面の吻端中央から眼前縁にかけて，

白色帯がある．各鰭の地色は白色の透明．尾鰭基

部中央に 1 赤褐色斑がある．

分布　日本，台湾，インドネシア，ロードハ

ウ島，ツアモツ諸島，ピトケアン諸島など太平洋

Fig. 2．Fresh specimens of Pherallodus indicus from (A) Yoron-jima island and (B–D) Okinoerabu-jima island, Kagoshima, Japan (A, 
KAUM–I. 40073, 15.1 mm SL; B–D, KAUM–I. 90045, 10.2 mm SL). A, B, lateral view; C, dorsal view; D, ventral view.
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に 分 布 す る（Randall, 1999；Allen and Adrim, 

2003；林・萩原，2013）．日本国内では千葉県館

山湾から愛媛県室手の太平洋沿岸，三宅島，八丈

島，長崎県野母崎，男女群島，屋久島，奄美大島，

喜界島，および沖永良部島から記録されている

（Briggs, 1962； 塩 垣・ 道 津，1973；Shiogaki and 

Dotsu, 1983； 林・ 萩 原，2013；Motomura and 

Harazaki, 2017；本研究）．

備考　記載標本は腹鰭吸盤が前後で分離する

複型である，下顎感覚管孔と前鰓蓋感覚管孔がな

い，鰓弓数が 3，および鰓膜は峡部とつながらな

いことなどの特徴が Shiogaki and Dotsu (1983) や

林・萩原（2013）の報告した Pherallodus indicus

の特徴とよく一致した．

Pherallodus indicus を日本から初めて報告した

のは Briggs (1962) と思われる．彼は本種を奄美

大島と喜界島から報告した．その後，塩垣・道津

（1973）は P. indicus を長崎県野母崎から報告し，

本種に対して和名「ホソウバウオ」を提唱した．

ホソウバウオの国内における分布域は上述の

「分布」の項で示したとおりである．したがって，

本 研 究 で 記 載 し た 沖 永 良 部 島 産（KAUM–I. 

90045， 体 長 10.2 mm） と 与 論 島 産（KAUM–I. 

40072， 体 長 15.0 mm，KAUM–I. 40073， 体 長

15.1 mm）の標本は，両島における本種の標本に

基づく初めての記録となる．
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